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キダチトウガラシ（Capsicum frutescens L.）は多年生の半灌木で、樹高は 0.5～2m、果

実は 1～5cm の紡錘形で、食べると非常に辛く、独特の香りをもつ。キダチトウガラシは中

南米原産であるが、現在では熱帯・亜熱帯の幅広い地域に分布している。 東南アジア・東

アジアでは、キダチトウガラシは市場で大量に取引されず、主にホームガーデンで栽培さ

れており、在来品種に様々な変異があることが知られていたが、これまでその分布に関す

る研究報告はなかった。 
発表者はこれまで、形態的特徴の違い及びアイソザイム分析によって、東南アジア・東

アジアに分布するキダチトウガラシの系統分類をおこなってきた。その結果、南西諸島で

採集した系統はインドネシアで採集した数系統と近縁であることがわかった。しかし、南

西諸島とインドネシアの中間に位置する島嶼部において、キダチトウガラシの分布や利用

方法などに関する情報が非常に少なかった。 
本発表では、台湾（特に台湾原住民）とフィリピンのバタン諸島におけるキダチトウガ

ラシの呼称・分布・利用方法などの現地調査結果を報告する。これまでの栽培植物の研究

は遺伝資源・文化資源ともに原産地、あるいは原産地の周辺地域における研究が多いが、

新大陸起源の栽培植物が旧大陸の文化要素にどのように取り込まれているのかをみていき

たい。 
 


